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Ⅰ. 2025年12月期3Q 業績ハイライト
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2025年12月期(3Q累計)のハイライト
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売上高、営業利益、当期純利益、営業利益率（百万円、％）

＜業績概要＞
• 3Q累計の業績は前年同期比で売上が +2.8％（+342百万円）、営業利益は +0.8％（+23百万円）の増収増益、3Q以降も堅調な

状況が続く見込み

• 1Qの売上は低調だったが、主力２事業共に2Q以降改善傾向。リード端子は、市場回復が緩やかな中で収益改善が継続。光部
品・デバイスは、売上拡大が続いた

• 為替差損等の発生により当期純利益は前年同期比 △21.1％（△469百万円）の減益

＜事業環境＞
• 海底ケーブル市場は、1Qに個別要因による一部調整が発生したがその後回復、順調な海底ケーブルのプロジェクト投資を背景に

好調な受注が継続

• 情報通信インフラ市場では、生成AI・データセンタ市場が好調、両事業に対してプラスの影響

• 民生機器市場の厳しい状況、自動車関連市場の停滞等により、アルミ電解コンデンサ市場は回復が弱い状況
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2024年12期

3Q累計 3Q累計 1Q 2Q 3Q

（1月-9月) （1月-9月） （1月-3月） （4月-6月） （7月-9月）

12,137 12,480 +342 +2.8% 3,558 4,316 4,604 +288 +6.7%

6,285 6,359 +74 +1.2% 1,978 2,171 2,209 +38 +1.8%

5,852 6,120 +267 +4.6% 1,580 2,144 2,395 +250 +11.7%

5,281 5,370 +88 +1.7% 1,398 1,854 2,116 +262 +14.1%

2,107 2,171 +64 +3.1% 728 712 731 +18 +2.6%

3,174 3,198 +23 +0.8% 670 1,141 1,385 +243 +21.4%

営業利益率 26.2% 25.6% △0.5pt ー 18.8% 26.5% 30.1% +3.6pt ー

296 555 +259 +87.5% 114 228 212 △15 △6.7%

2,878 2,642 △235 △8.2% 555 913 1,172 +259 +28.4%

3,326 2,827 △499 △15.0% 301 996 1,529 +533 +53.5%

2,224 1,754 △469 △21.1% 227 376 1,149 +772 +205.1%

151.45円/$ 148.09円/$ 152.56円/$ 144.60円/$ 147.46円/$

売上総利益

販売費及び一般管理費

親会社株主に帰属する
四半期純利益

リード端子事業

対前年同期
増減

前年同期比

光部品・デバイス事業

営業利益

2025年12期

対前四半期
増減

直前四半期比

売上高

＜前年同期比較＞ ＜四半期比較＞

2025年12期

光部品・デバイス事業

経常利益

為替レート（期中平均）

リード端子事業

損益計算書(3Q累計)の概要

4

本業では増収増益を確保
為替差損の影響（△413百万円）などにより経常利益・当期純利益は減益

（単位：百万円）
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3,174
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営業利益(3Q累計)の増減要因
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前年同期比 （単位：百万円）

為替影響 △213
実質増 ＋556

材料費増 △374
労務費減 ＋31
経費減 ＋105
在庫ほか △16

人件費増 △74
研究開発費減 ＋28
支払手数料減 ＋15ほか

為替影響 △51
実質増 ＋98

材料費増 △5
経費増 △24
在庫ほか ＋33

経費減 ＋64
人件費減 ＋6

売上の増加がコストアップを吸収し、若干の増益 全体としては、ほぼ計画線

（単位：百万円）



貸借対照表(3Q)
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（単位：百万円）

24年12期末 25年12期3Q末 増減額 主な増減内容

流動資産 18,331 15,315 △3,015
現金及び預金 △2,056、受取手形、売掛金及び契約資産 +721、
有価証券 △1,400ほか

固定資産 10,353 10,449 +96
投資有価証券 +813、機械装置及び運搬具（純額） △239、
リース資産（純額）△205, のれん △291ほか

28,684 25,765 △2,919

流動負債 2,945 1,942 △1,003 未払法人税等 △975、一年内返済予定の長期借入金 △208ほか

固定負債 2,309 2,150 △158 リース債務 △159ほか

5,254 4,092 △1,161

純資産合計 23,430 21,672 △1,757
資本剰余金 △2,261、利益剰余金 +945、
為替換算調整勘定 △288、自己株式　△211ほか

28,684 25,765 △2,919

貸借対照表

資産合計

負債合計

負債・純資産合計



2025年12月期業績の見通し

7

主力2事業ともに売上は改善傾向。利益面でも改善が続き、過去最高の売上・営業利益を

達成の見通し

※＜為替感応度＞は、1米ドルに対して1円の変動が1年間続いた場合の試算値

・リード端子事業では、売上の回復が緩やかな状態が続く
・光部品・デバイス事業では、海底ケーブル向けの受注が引き続き増加。ファラデー回転子についても生産能力拡大により売上増加が継続

（単位：百万円）

2024年12月期

実績 当初予想 修正予想（8月）

15,924 17,919 17,360 +1,436 +9.0%

リード端子事業 8,403 9,298 8,822 +419 +5.0%

光部品・デバイス事業 7,520 8,621 8,537 +1,016 +13.5%

3,939 4,586 4,644 +704 +17.9%

営業利益率 24.7% 25.6% 26.8% +2.0pt -

リード端子事業 403 746 878 +475 +117.8%

光部品・デバイス事業 3,536 3,839 3,765 +228 +6.5%

4,856 4,474 4,216 △640 △13.2%

3,252 3,006 2,538 △714 △22.0%

120.50 115.30 97.31

151.69円/$ 150.00円/$ 150.00円/$為替レート（期中平均）

売上高

１株当たり当期純利益（円）

親会社株主に帰属する
当期純利益

修正予想の前期実績比

営業利益

＜為替感応度＞

売上高80百万円/円

営業利益30百万円/円

2025年12月期（計画）

経常利益
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設備投資額・減価償却費(3Q累計)

8

設備投資額・減価償却費（百万円）

ファラデー回転子ほか新製品・新技術に重点投資

光部品・デバイス事業

・光デバイス後工程能力増強

・ファラデー回転子能力増強

・スリランカ自動化投資

リード端子事業

・レーザー溶接量産試作

・高付加価値製品能力増強

共通部門

・基幹情報システム関連
3Q累計

（予）

4Q

設備投資額 減価償却費

（予）

21.12期 22.12期 23.12期 24.12期 25.12期

（予）

設備投資の主な内容

（予）
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21.12期 22.12期 23.12期 24.12期 25.12期

主な研究開発内容

研究開発(3Q累計)
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研究開発費（百万円）

海底ケーブル用デバイスの開発に加えて、衛星通信、次世代光デバイス等将来技術の開発に注力

➢ 海底ケーブル用光モジュール開発・試作

➢ 生成AI・データセンタ向け次世代ファラデー
回転子開発

➢ 低軌道衛星通信（LEO）用各種光デバイス開発

➢ 宇宙空間用ハイパワー光モジュール開発

➢ 半導体製造装置向けほかSSG®製品及び量産技
術開発

➢ 次世代高信頼・高機能リード端子向けレー
ザー溶接技術開発

（予）

（予）

3Q累計

4Q



Ⅱ. セグメント別の状況（リード端子）
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リード端子事業

セグメント別業績(3Q累計）
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売上高、営業利益、営業利益率（百万円、％）

• 昨年後半からの欧州自動車市場の調整が終了し春以降は回復傾向だが、回復力は弱い状況続く

• 一昨年からの生産体制再編及び生産効率改善活動により収益力は改善
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2021 2022 2023 2024 2025

売上 営業利益 営業利益率

2024年12月期

3Q累計 3Q累計 1Q 2Q 3Q

（1月-9月） （1月-9月） （1月-3月） （4月-6月） （7月-9月）

6,285 6,359 +74 +1.2% 1,978 2,171 2,209 +38 +1.8%

296 555 +259 +87.5% 114 228 212 △15 △6.7%

+4.7% 8.7% +4.0pt ー 5.8% 10.5% 9.6% △0.9pt ー

＜前年同期比較＞ ＜前四半期比較＞

営業利益

営業利益率

2025年12月期

売上高

対前四半期
増減

直前四半期比
対前年同期

増減
前年同期比

2025年12月期

（単位：百万円）



543
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25.12期
3Q修正累計計画

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q累積実績

296

74

198

△13

555

24.12期
3Q累積実績

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q累積実績

計画比

営業利益(3Q累計)の増減要因
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前年同期比

材料費増 △36
労務費減 ＋101
経費減 ＋115
在庫ほか ＋18

為替影響 △64
実質増 ＋139

人件費増 △36
発送費減 ＋16
雑費減＋4ほか

歩留り向上等により、売上減少を上回る収益改善

為替影響 △14
実質減 △40

材料費減 ＋9
労務費減 ＋8
経費増 △11
在庫ほか ＋2

経費減 ＋48
人件費減 ＋8

売上の回復は緩やかだが、損益面では改善が進んだ

リード端子事業

（単位：百万円） （単位：百万円）



リード端子事業の見通し
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売上の回復は緩やかだが、8月時点の見通しに対して概ね計画線で推移

利益面では、計画比前倒しのコストダウンを下期も継続、期初計画に対して利益上乗せ

セグメント業績

＜2025年12月期4Qの見通し＞

リード端子事業

（単位：百万円）

2024年12月期

実績 当初予想 修正予想（8月） 対前年増減 前年比

8,403 9,298 8,822 +419 +5.0%

403 746 878 +475 +117.8%

営業利益率 4.8% 8.0% 10.0% +5.2pt ―

売上高

営業利益

2025年12月期（通期）

・生成AI・データセンタ市場向けは好調、高機能アルミ電解コンデンサのラインアップ拡充に合わせて

高付加価値製品の採用が進む見通し

・自動車市場向けは回復傾向だが米国通商政策の影響等により弱い回復が続く

・生産効率改善などにより収益力は下半期も改善が進んでおり、営業利益率10%の達成を目指す
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海外系アルミ電解コンデンサメーカー生産推移

日系アルミコンデンサメーカー生産推移

＜自動車関連市場＞

➢ 2024年後半の調整は一巡、国内市場の回復もあり全体とし
て回復傾向だが、EVの普及停滞、競争激化により伸び悩み

➢ 自動車市場向けにハイブリッドコンデンサ用リード端子の
引き合いがグローバルに増加

＜生成AI・DC市場＞

➢ 日系コンデンサメーカー各社の生成AI・DC向け新製品の開
発に対応した高付加価値製品の引き合いが増加

➢ 漏れ電流特性及び低ESRを重視したリード端子の需要増

＜民生機器市場＞

➢ 中国での景気停滞等により厳しい状況が続く

＜グローバル営業体制強化＞

➢ 本社と海外生産拠点の連携強化、高付加価値リード端子の
グローバル市場での顧客サポート、マーケティングを強化

市場動向・営業施策

2025年12月期(3Q)の事業環境
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小型アルミ電解コンデンサのグローバル
マーケットと当社の販売数量推移

アルミ電解コンデンサは、回復傾向が続くが、回復力は弱い状況が続く

（百万個）

※リード端子はコンデンサ1個あたり2個仕様の為、コンデンサ数量に換算して表示
※アルミ電解コンデンサ生産数量は各四半期ごとの最終月の実績、リード端子販売数量は四半期における月平均（当社推定）

リード端子事業

湖北工業販売数量推移



2025/12期予想（当初コメント） 2025/8月時点の下期見通し 現在の状況と今後の見通し

(1) 生産
➢ 東莞をさらに増強し収益力を改

善（2025年年間生産比率
KECD50%、KECS30%、KEM20%）

➢ 引き続き歩留り・可動率改善、
切替ロス削減を進める

➢ 東莞工場を引き続き増強、年度
末には生産比率50%に引き上げ
予定

➢ さらなる生産効率とOEE改善を
進め、収益力を強化する

➢ 東莞工場を引き続き増強、9月時
点の生産比率は40％強、年度末
に50%達成の予定

➢ 歩留まり改善等、各拠点におけ
る収益改善策を継続して実施

(2) 売上
➢ 海外自動車市場に向けての顧客

サポート、マーケティングを強
化

➢ バリレスほか、漏れ電流低減・
低抵抗に貢献する高機能リード
端子の販売を強化

➢ 中国等海外での営業体制を強化
する

➢ バリレスほか、漏れ電流低減・
低抵抗に貢献する高機能リード
端子の販売に引き続き注力

➢ 日系顧客の海外拠点、アジア系
顧客の売上は順調な伸び

➢ 海外での営業サポート、技術提
案を強化、引き合いが引き続き
増加

➢ 一部アイテムが一部顧客で調整
するも4Qには回復の見通し。新
規採用は順調に増加

(3) 技術
➢ レーザー溶接新技術、量産品試

作に向けて開発拠点を本社に移
管

➢ 漏れ電流低減リード端子の開発

➢ 2025年末までにEDLC用リード端
子のサンプル出荷目標

➢ レーザー溶接対応アイテムの範
囲拡大へ取り組み

➢ 2025年末に、一部顧客にサンプ
ル出荷を開始する予定

当社の状況と収益改善への取組み

当社の経営環境

リード端子事業

15



リード端子事業におけるROIC指標改善への取組（進捗状況）
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リード端子事業

継続的な取組により、2027年の営業利益率目標の上乗せを目指す

改善項目 改善テーマ・KPI 実施内容、成果

売上原価・販管費削減

１．新商品(付加価値商品)
　　売上比率向上
２．歩留り改善、生産性向上

１．新商品売上比率　１５．４％⇒１９．９％
　　漏れ電流低減・抵抗低減対策品・バリレス品
２．歩留り改善、生産性向上
   (1) 不良率 ：５０％削減（半減）
   (2) ＯＥＥ(設備総合効率)：３ポイント向上
   (3) 製造原価：４ポイント低減

運転資本回転率向上
キャッシュコンバージョン
サイクルの改善

１．売上債権サイトの短縮
　　日本：１２０日後⇒６０日後
　　海外(一部)：９０日後⇒６０日後
２．買入債務サイトの延伸
　　仕入先(一部)：３０日後⇒６０日後

資産回転率向上 棚卸資産の削減

１．製品在庫・材料在庫の削減
　　(1)製品在庫　１．３ケ月分　⇒１．０ケ月分
　　(2)材料在庫　０．９ケ月分　⇒０．６ケ月分

2025年中

に実施完了

予定



5.1% 6.5%
12.2% 15.4% 19.9% 22.0% 26.0% 30.0%

21.12期

実績

22.12期

実績

23.12期

実績

24.12期

実績

25.12期

3Q累計

実績

25.12期

予想

26.12期

目標

27.12期

目標

自動車市場向け売上比率（推定値）

市場開拓による事業規模の拡大

17

高付加価値製品の売上比率

一部顧客での在庫調整の影響が発生したが、グローバル市場で高付加価値製品の採用が進む

中期経営基本方針

・車載市場向けグローバルマーケットシェア95%維持
・海外車載市場での拡販を進める

・売上比率は緩やかに上昇
・バリレス、EDLC向けほか各アイテム

の売上増加
・高機能コンデンサ向けに漏れ電流対

策を強化

リード端子事業

35%
43% 48% 52% 53% 54% 55%

21.12期

実績

22.12期

実績

23.12期

実績

24.12期

実績

25.12期

予想

26.12期

目標

27.12期

目標



Ⅲ. セグメント別の状況（光部品・デバイス）
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セグメント別業績(3Q累計）

19

売上高、営業利益、営業利益率（百万円、％）

売上は前年同期比増加したが、製品構成の変化や為替レート変動に伴い営業利益は減益

期初の調整は一段落し2Q以降の売上は増加傾向、3Qの売上は８月時点の見通しを上回る伸びとなった

光部品・デバイス事業

2024年12月期

3Q累計 3Q累計 1Q 2Q 3Q

（1月-9月） （1月-9月） （1月-3月） （4月-6月） （7月-9月）

5,852 6,120 +267 +4.6% 1,580 2,144 2,395 +250 +11.7%

2,878 2,642 △235 △8.2% 555 913 1,172 +259 +28.4%

49.2% 43.2% △5.9pt ー 35.2% 42.6% 49.0% +6.4pt ー

2025年12月期

対前年同期
増減

前年同期比
対前四半期

増減
直前四半期比

2025年12月期

営業利益

営業利益率

＜前年同期比較＞ ＜前四半期比較＞

売上高

1,764 1,679 1,753 1,820 1,901 1,852 1,835
1,699 1,656 1,577 1,539

1,297
1,484

2,136
2,231

1,668 1,580

2,144
2,395

944
847 934

830
956 907 983

804 817
711 704

534
649

1,020
1,208

658
555

913

1,172

53.5% 50.4% 53.3% 45.6% 50.3% 49.0% 53.6% 47.3% 49.3% 45.1% 45.7% 41.2% 43.7% 47.8% 54.1%
39.4% 35.2% 42.6% 49.0%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2021 2022 2023 2024 2025

売上 営業利益 営業利益率

（単位：百万円）



2,532
101

△5

13 2,642

25.12期
3Q修正累計計画

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q累計実績

2,878

267

△452 △50

2,642

24.12期
3Q累計実績

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q累計実績

計画比

営業利益(3Q累計)の増減要因
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前年同期比

材料費増 △338
労務費増 △69
経費増 △10
在庫ほか △34

為替影響△149
実質増 ＋416

人件費増 △37
研究開発費減 ＋29ほか

売上はプラスを維持したが、材料費増加等により若干の
減益となった

為替影響 △37
実質増 ＋138

材料費増 △15
労務費増 △9
経費増 △12
在庫ほか ＋31

経費減 ＋16
人件費増 △2

光部品・デバイス事業

売上・利益とも計画を若干上回る進捗

（単位：百万円） （単位：百万円）



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

Q1 2011 Q1 2013 Q1 2015 Q1 2017 Q1 2019 Q1 2021 Q1 2023 Q1 2025

（十億ドル）

Microsoft

Alphabet

Meta Platforms

Amazon

市場動向

2025年12月期の事業環境
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米国クラウド事業者の設備投資

➢一部計画外の追加発注が発生するなど、海底
ケーブルプロジェクトへの投資は引き続き好調

➢上半期に発生した一部顧客からの発注調整は終
了し、下期の受注は増加傾向

➢多芯化に対応し、小型光アイソレータの販売比
率が50％を超える状況

➢データセンタ向け光部品の需要は引き続き堅調

➢ 2028年以降も新規海底ケーブルプロジェクトが
続々発表

➢多芯化、マルチコアファイバー化、ワイドバン
ド化の新製品は2027年に需要顕在化を見込む

生成AI・DC需要の拡大を背景に活発な投資が続く

（出所：会社資料）

光部品・デバイス事業



光部品・デバイス事業の見通し

22

情報通信容量拡大の流れの中で、一部顧客からの追加受注に対応、8月時点の見通しに対して
順調な進捗状況

＜2025年12月期4Qの見通し＞

光部品・デバイス事業

（単位：百万円）

・海底ケーブル新規プロジェクトの件数、距離、通信容量の増加を背景に、欧州、米国、日本
の各地域で売り上げは好調に推移

・小型化に加えて、モジュール化やマルチコアファイバ化へのサンプル出荷が増加。2027年以
降の採用増に向けて準備を進める

・レアアース等材料価格の高騰の影響は軽微、売上増加に伴う収益改善を見込む

2024年12月期

実績 当初予想 修正予想（8月） 対前年増減 前年比

7,520 8,621 8,537 +1,016 +13.5%

3,536 3,839 3,765 +228 +6.5%

営業利益率 47.0% 44.5% 44.1% △2.9pt ―

2025年12月期（通期）

売上高

営業利益



当社の状況と収益改善への取組み
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2025/12期予想（当初コメント） 2025/8月時点の下期見通し 現在の状況と今後の見通し

(1)製品開発 ➢ 複合品・モジュール品の評価進
行、2026年から量産開始予定

➢ 小型アイソレータの販売比率上
昇、多芯化に向けて採用拡大

➢ PLZTを用いた高速光スイッチの
開発進行

➢ 開発、ライフテスト完了は
2026年の後半の予定。本格売
上は2027年からとなる見通し

➢ 小型アイソレータの生産増強

➢ 米国での開発リソース強化、
開発スピード改善

➢ 衛星通信用などに高信頼性光
デバイスの拡販及び引き合い
に対応

➢ デザインサンプルの評価が進行、
2027年量産化に向けてライフテ
スト用サンプルを出荷

➢ 小型アイソレータの販売比率増
加、スリランカでの人員を増強

➢ 海外展示会への参加等、衛星通
信用デバイスなどのマーケティ
ングを強化

(2)生産性他 ➢ 半自動装置2号機を5月から立ち
上げ、年度末に対象工程の80%
を自動化

➢ データセンタ向け光部品の生産
能力増強、売上増加

➢ 高純度石英ガラス（SSG®）製品
の売上増加

➢ スリランカ工場での半自動装
置で生産拡大、生産可能アイ
テムを拡大

➢ 今期のFR製品の売上は3倍強
に増加の見通し

➢ 来期以降の生産能力拡大に向
けて引き続き準備を進める

➢ 対象工程の70％程度の自動化が
進捗

➢ 設備増強により生産能力大幅増
強、FR製品の3Q累計売上は前年
比約3倍に増加。歩留まり改善
により、さらに生産能力増強を
進める

➢ 本社工場での焼結炉増設エリア
拡大に着手

光部品・デバイス事業



新規敷設が続く海底ケーブルネットワーク

24

※出所）TeleGeography 「Submarine Cable Map」 ※プロジェクトの更新情報は公表データから推定したものです。

長距離海底ケーブルシステムの全体図

出典 https://www.submarinecablemap.com/#/

2025年10月現在

＊図中の各線が海底ケーブル

光部品・デバイス事業

プロジェクト名
サービス

開始
オーナー 距離

Asia United Gateway

East (AUG East)
2029

Amazon Web Services, Arteria,Dreamline,

Globe Telecom,Microsoft, Singtel,Malaysia,

Telin, Unified National Networks (UNN)

8,900 km

Candle 2028
Infinivan Inc.Meta Softbank

Telekom Malaysia XL Axiata
8,000km

Sol 2027 Google 8,153km

Indonesia Tengah

Cable Systems
2027

PT Jejaring Mitra Persada

Triasmitra
2,641km

Mobily Red Sea Cable

 (MRSC)
2027 Mobily

Daraja 2026
Meta

Safaricom
4,108km

Trans Global Cable

System (TGCS)
2026 Trans Indonesia Supercorridor 1,200km

最近3ヶ月間で発表されたプロジェクト



Ⅳ. 参考情報
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1,263
47 3

70 1,385

25.12期
3Q修正計画

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q実績

1,385

174

△163 △11

1,385

24.12期
3Q実績

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q実績

計画比

営業利益 3Q（7～9月）の増減要因

26

前年同期比

為替影響 △47
実質増 ＋222

材料費増 △142
労務費増 △3
経費減 ＋31
在庫ほか △48

人件費増 △24
研究開発費減 +11ほか

為替影響 △51
実質増 ＋98

材料費増 △5
労務費増 △0
経費増 △23
在庫ほか ＋31

経費減 ＋64
人件費減 ＋6ほか

（単位：百万円） （単位：百万円）



177
11

33

△9

212

24.12期
3Q実績

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q実績

201

△54

9

56 212

25.12期
3Q修正計画

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q実績

計画比

営業利益 3Q（7～9月）の増減要因

27

前年同期比

為替影響 △14
実質増 ＋25

材料費減 ＋51
労務費減 ＋32
経費減 ＋13
在庫ほか △63

人件費増 △13
租税公課増 △7 
雑費減 ＋6ほか

為替影響 △14
実質減 △40

材料費減 ＋9
労務費減 ＋8
経費増 △11
在庫ほか ＋2

経費減 ＋48
人件費減 ＋8ほか

リード端子事業

（単位：百万円） （単位：百万円）



△197 △1

1,208

163

1,172

24.12期
3Q実績

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q実績

1,062

101

△5

13 1,172

25.12期
3Q修正計画

売上高 売上原価 販売費及び
一般管理費

25.12期
3Q実績

計画比

営業利益 3Q（7～9月）の増減要因

28

前年同期比

為替影響 △33
実質増 ＋196

材料費増 △194
労務費増 △35
経費減 ＋17
在庫ほか ＋14

人件費増 △11
支払手数料増 △8 
のれん償却費減 ＋17ほか

為替影響△37
実質増 ＋138

材料費増△15
労務費増 △9
経費増 △12
在庫ほか＋31

経費減 ＋16
人件費増 △2ほか

グラフ 未リンク光部品・デバイス事業

（単位：百万円） （単位：百万円）



2025年12月期(3Q)の事業環境
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USD/JPYトレンドグラフ

当四半期累計期間における期中平均レートは、148.09円/USD、前期末158.17円/USDから円高傾向

100
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120

130

140
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160
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22.1 22.3 22.5 22.7 22.9 22.11 23.1 23.3 23.5 23.7 23.9 23.11 24.1 24.3 24.5 24.7 24.9 24.11 25.1 25.3 25.5 25.7 25.9 25.11

2022年12月期 2023年12月期

（円）

2024年12月期

当初の想定レート：115円

当初の想定レート：130円

当初の想定レート：140円

当初の想定レート：150円

2025年12月期
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外部環境 – 非鉄金属相場の動向

30

銅価格の推移

非鉄金属相場（LME）の推移

アルミ価格の推移

錫価格の推移

非鉄金属の市場価格は上昇の兆し、原則3か月後に価格転嫁

リード端子事業
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この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。

それら将来の計画や予想数値などは、入手可能な情報をもとに、当社が計

画・予測したものであります。実際の業績などは、様々な条件・要素によ

りこの計画や予想数値とは異なる結果になることがあります。この資料は

その実現を確約したり、保証するものではございません。

湖北工業株式会社 広報・IR部

TEL 0749(85)3211    FAX 0749(85)3217

E-mail ir@kohokukogyo.co.jp
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